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会長永野健／TAKE，"rﾉVAGAﾉVＯ

新年明けましておめでとうございます。

旧年l_'二lは工学アカデミーの運営に何かとご協

力賜り厚く御礼[|~'し上げます。

昨年５月に、会員の皆様方のご推挙により、

岡村前会長の後任として、大役を仰せつかり、

早くも半年余が経過致しましたが、この間ご支

援いただきました会員各位に深謝申し上げる次

第です。

昨年を振り返ってみますと、一番大きな出来

事は、アカデミーが任意団体から社団法人へ運

営が転換したことであります。

これは、1987年の日本工学アカデミー創立の

理念と10年余の活動の実績が評価され認可され

たもので、今後、公益間体にふさわしい事業を

行っていきたいと考えております。

２年以上にわたって、法人化のために努力し

ていただきました岡村前会長をはじめ関係の

方々 にあらためて感謝１１]し上げます。

さて、昨年は、2000年３月開催予定の日本学

術振興会先端技術と阿際環境第149委員会及び

国際連合大学高等研究所との共催による、「第

５回国際シンポジウム」の準備を開始致しまし

たが、今年はいよいよ開催にむけて組織委員会

の方々を中心にすすめてまいりたいと存じま

す。

このシンポジウムは、“２１世紀の情報環境と

国際協力”と題してCAETS等の後援を求める

もので是非成功させたいと考えております。
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CAETSとは従来から連携を強化しており、６

月にカナダのオタワで行われた管理理事会へ私

もはじめて参加し､交流を深めてまいりました。

また、米国アカデミーとの関係強化も積極的に

進めており、１１月にはロサンゼルスで開催の環

境問題の国際会議に出席し意見交換を行うとと

もに今後の協力を約束してまいりました。

この他、東南アジア各国に交流が可能な工学

アカデミーの設立援助を行ってまいりました

が、本年も引き続き力を入れていきたいと存じ

ます。

一方、国内活動につきましては、昨年も各委

員会や専門部会でそれぞれ熱心に調査研究等活

動していただき、その成果として提言や報告を

まとめていただいており、また、講演会や談話

サロンを東京だけでなく地方でも活発に開催

し、私自身も名古屋と福岡の講演会に参加させ

ていただき、地区の会員の方々と交流を深めさ

せていただきました。

今後もご意見をお聞きしながら、それぞれの

活動を活性化していきたいと考えております。

今後の日本工学アカデミー運営の目標とし

て、会長就任時にも申し上げましたが、

１内外に開かれた活動と国際協力の推進

２組織の拡充と財政基盤の強化

３より学際的な領域の研究課題に対し、工学

アカデミーのもつ総合力と可能性の発揮

４科学技術の精神の次の世代への継承

の４点を念頭に運営してまいりたいと存じま

す。

本年も日本工学アカデミーの発展に、会員の

皆様方の一層のご協力、ご支援を賜りますよう

お願い申し上げます。

年頭にあたって
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平成１０年秋の

叙勲で、本会会

員井上孝先生は

勲一等端宝章受

賞の栄に浴され

た。誠におめで

たく、心からお

祝い申し上げた

い。

先生は、本籍

新潟県、大正１４

年２月2311満州

で生をうけ、大

連一中から旅順

高校を経て京都

帝国大学工学部土木工学科に進まれ、卒業後、

大学院の特別研究生として、２年間、国土計

画．地方計画について研究を重ね、昭和23年９

月に修了された。

同年同月建設省に入省、新設の総務局企画課

で全国総合開発法の制定、同法に基づく特定地

域総合開発計画等の策定などにあたられた。６

年後、近畿地方建設局に転任され、舗装の直営

施工現場の出張所長、工務部機械課長、同工務

課長を歴任、昭和33年４月、大阪国道工事事務

所長に昇任され、新たに制度化された国道の直

轄管理を遂行、全国的展開の先導的役割を果た

された。昭和35年２月、本省道路局国道課課長

補佐に転任、二級国道課土木専門官、企画課建

設専門官、道路経済調査室長、企画課長の要職

を歴任され、国土開発幹線自動車道路網7,600

キロメートルの設定、道路整備の長期計画．道

路整備五箇年計画の策定、道路整備の効果的．

効率的遂行、本州四国連絡道路．東京湾環状道

路等の大規模事業の遂行などに卓越した力量を

発揮され、中心的役割を担われた。以後も、昭
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和47年12月東北地方建設局長、４９年７月道路局

長、５１年８月建設技監、５３年５月建設事務次官

へと要職を進まれ､54年４月に退官されるまで、

道路整備はもとより、広く建設行政全般に多大

な業績を残された。

その後、先生は参議院議員選挙(全国区)へ

の出馬を決意、衆参同日選挙となった昭和55年

６月22日に向け最善の努力を払われ、９８万票も

の支持を得て初当選を果たされた。以来、参議

院議員として３期18年(昭和55年７月８日～６１

年７月71-|、昭和61年７月８日～平成４年７月

７日、平成４年７月2611～10年７月25日）にわ

たり国政に携わられ、エネルギー対策特別委員

会委員長、内閣委員会委員長、議院運営委員会

委員長､国会の移転に関する特別委員会委員長、

行財政機構及び行政監察に関する調査会会長等

の重責を担われた。

この間、平成４年12月１２日から５年８月９日

まで、宮津内閣の国土庁長官として国土行政を

担当、特に土地価格の沈静化に努められ、また、

就任直後の釧路沖地震、平成５年７月l21jの北

海道南凹沖地震及び津波、同年８月７日の鹿児

島地方の集中豪雨等の災害対策に東奔西走され

るなど最善を尽くされた。なお、長官就任前に

は、｜AI民党の災害対策特別委員会委員長として

雲仙・普賢･岳の火砕流災害(平成３年６月３日、

９月１５日)等の対策にもあたってこられた。

以上のように、先生は、技術者、行政官とし

て建設省32年､参議院議員１８年と50年にわたり、

岡土・地域・都市の基盤、とりわけ道路の整備、

維持管理に尽力され、新技術の開発、建設技術

水準の向上に格段の努力を払われ、我が国経済

の発展、閏民生浦の向上に大きく貢献された。

先生の益々のご健勝とご活腿をお祈りし、変

革の時代、後進へのより一層のご指導を願うも

のである。
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中部地区の秋季講演会は、最近著しく関心の

高まっている植物科学の最先端とその２１世紀の

食糧・環境問題への寄与について、この分野の

リーダーである山田学長に御講演いただいた。

豊富なご経験と該博な知識に基づき２１世紀に予

想される食糧危機と環境劣化に対し植物科学で

何ができるか多くの実例が紹介され、出席考か

らの質問、討議も相次いで大変盛り上がった講

演会であった。

２１世紀の最大の問題が人口増大であることは

論を侯たないが、食糧から見た地球の定員は、

アメリカ並みの消費水準では20億人、｜I欧並み

で40億人、中国並みで60億人、インド並みで

110億人であり、100億人を越えると飢餓状態と

いってもよく、８５億人がマキシマムであるとい

われている。人類の行く手には食糧、エネルギ

ー、環境という大きな問題が待ち構えている。

食糧の増産に関しては、世界の現在の耕地面

積24億ヘクタールをこれ以上増大することは|村

難で､単位而積当たりの増収をはかるしかない。

ここにおいて植物科学の寄与が極めて重要にな

る。食糧増産を妨げるものとして病気、害虫、

及び乾燥、低高温等の環境|大|子があるが、これ

らが改善されれば最大30％の増収が得られる。

区活動報告
一.△‘’１，１ＩＩｌｌｌＯｌ画国

>圭蝿馴蕊溌剛潔脚龍溌蝋一一
｢'－１部地区担当理事井上蔦太／7iOKUT1AI/VOUE

日時：1998年11月１０日（火）

場所：名古屋厚生年金会館

講師：山田康之氏

（奈良先端科学技術大学院大学学長）

耐性遺伝子の同定、メ

カニズム解明及び取得

により有用植物を創出

することが可能になり

つつある。また、肥料

による土壌汚染を軽減

するために根痛バクテ

リアのような微生物共

生による窒素固定能の

停鰯与
幽

誇
牒 山田康之氏

解明と豆科植物以外への展開も重要である。

植物の成長促進はＣＯ２固定と食糧、バイオ

マス生産の両面から基本的な課題で、光合成、

成長ホルモン等について広範な研究がおこなわ

れている。

さらに重要なのは植物による有用物質の生産

である。この分野は日本がリードしていたが、

実用化に対する規制が障害となってその後の進

展がスローダウンしているのは誠に残念なこと

である。

一方、柿物を利川して土壌汚染物質の吸収、

除去も新しい可能性として注目されている。も

のいわぬ植物はゆっくりとしたスピードで、し

かし極めて広範洲、かつ着実に環境を浄化し、

今後の人類の調和的発展のためにかけがえのな

い役割をはたしてくれる。

植物科学の枠の一層の拡大をはかることによ

って、食棉、エネルギー、環境のトリレンマに

陥りつつある人類社会につぎの展望を開かなけ

ればならない。

’ゲーーー~…ー~~~~~~~~.…~~~~~~~~~=~…~~~'~…..~…~~~~~~一・一~~~~ー~…~~~~~~~~==一…ー~~~~~ー
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東北・北海道地区の活動として、平成１０年1１－の柄動を'+I心として－」をテーマに講演会を

月１３日（金）１５時から東北大学工学部青葉記念開催した。

会館において、「科学技術の振興に果たす大学参力I階は|刈津潤一副会長をはじめとして、会

の役割一東北大学未来科壷学技術共同研究センタ典１０名、同伴者20箱、合計30名であった。

儀馴逃鋤醗含

EAJNEWSNo,661999.23



曇諭
ｌｄ

設立された。センターにはリエゾン機能の役割

を果たす開発企画部と新素材、情報社会、エネ

ルギー、環境、バイオなどの９分野の研究開発

部があり、それぞれに専任教授が配置されてい

る。専任教授は共同研究プロジェクトリーダー

として、産学共同研究等を進めている。また、

センターは先端技術開発研究の場を提供し、多

くの教官が利用できるようにしている。このよ

うに、産学共同研究を通して、大学に蓄積され

た知的資源をベースとして外部との共同研究を

積極的に行い新産業の創出に貢献する役割を担

うものである。最後に、センター長自らが研究

している地下水の簡便な水質予測法の技術移転

の可能性についての説明が加えられた。質疑応

答の後、桜井専務理事から最近の日本工学アカ

デミーの活動状況、特に、東アジアの工学アカ

デミーとの連携について説明がなされた。

さらに、別室に移動して懇親会が持たれた。

井口会員の司会で、まず、阿部会員(東北大学

総長)にご挨拶を頂いた後、大平会員の乾杯の

ご発声で懇親会は始まった。自由懇談の合間

に井口会員が名司会ぶりを発揮して、新入会員

や同伴者の方々にもテーブルスピーチをお願い

し、和気あいあいの雰囲気の中で懇親会は盛り

上がった。

''増路頚；

１
Ｊ

iｉ

四ツ柳隆夫会員

司会は神山理事が行い、始めに西洋副会長に

ご挨拶を頂いた。次いで、四ツ柳会員(東北大

学工学研究科長、未来科学技術共同研究センタ

ー長)から上記テーマに関する諦波を行って頂

いた。まず、学問の発達の歴史から説きおこし、

２０世紀が「科学の世紀」であったのに対し、来

るべき２１世紀は「テクノロジーの世紀」「知恵

に価値を置く社会｣(知価社会)の時代になるだ

ろうと述べ、これからの大学教育のあり方に対

する私見を披涯された。次いで、本題の東北大

学に新設された未来科学技術共同研究センター

についての説明をパンフレットを配布の上行わ

れた。同センターは、新産業の創出を'1指して

－９
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で

１１月１３日（金）午後６時に大阪科学技術セン

ターにおいて関西地区講減会が開かれ、京都大

学工学研究科付属環境質制御研究センター長の

松井三郎教授に、「環境ホルモンによる水質汚

染」と題する御講渡をいただいた。同氏は、水

域環境の有害物質の生態系への影響や水のリス

ク管理の分野で、国内外で活発な研究活動をな

さっておられる。

出席者は関西地区の会員17名、非会員４名の

計21名であった。

講演では、まず環境ホルモンがいかなる経路

をたどって河川に流入するかが示され、環境庁

の資料にもとづいて、この問題の出発点となっ

た野生生物への影響を述べるとともに、公害間

題に重点をおいた

わが国の環境行政

が自然保護の面で

欧米に立遅れてい

ることを指摘され

た。人間に対する

影響は、ホルモン

異常による疾患と一一
して現われるが、

、
へ

化学構造がホルモンと類似した環境物質が体内

に蓄えられると、レセプターの認識の甘さも手

伝ってホルモンと同じ機能が発揮されることか

ら、化学的知見の重要性を強調された。次いで、

遺伝子をもった酵・母を用いたホルモン検出法に

松井三郎氏
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に、測定資料の充実の必要性を訴えられた。

講演終了後、食事をしながら、活性汚泥にお

ける環境ホルモンの吸着性、ＢＯＤと環境ホルモ

ン指標との関連、ダイオキシンとPCBの汚染レ

ベルなどについて、非常に熱心な質疑応答が行

われたが、講演者から極めて明快な答えが返っ

てきたのが印象的だった。

＞-迦蝿螺溌－－－－－－－－－－‐
九州近隣地区担当理事国武豊喜／ToYoKﾉＫＵﾉvm4KE

『

よって同氏が下水処理水rl-iの女性ホルモン様物

質濃度を測定した結果が示され、活性汚泥の過

程で生物分解せず、吸着した状態で河川に放流

される危険性を指摘して、新しい下水処理のあ

り方を示された。また、建設省で行われた全国

の河川調査による環境ホルモン物質の分析結果

から、それらの汚染源の推定が行われるととも

安浦寛人氏(右から２番目）

安浦先生の演題は、「システムLSr技術とその

社会への普及」であった。電子同路の集積度が

想像を絶するスピードで上がり、一個の大規模

集積回路(LSI)中にいくつもの機能を埋め込む

ことが可能になった。安浦教授はかねてからシ

ステムLSIの最適設計を主張し、その方法論を

開発されてきたが、ようやく新しい設計技術と

して実用的にも応用され始めたそうである。高

度な内容をかみ砕いて話していただいた。興味

深かったのは、システムLSIという日本製の言

葉の由来であった。これはアメリカではシステ

ムオンチップなどと呼ばれることが多い。とこ

ろがその和訳を商標登録した日本企業があり一

般には使いにくくなったｏそのために生まれた

のが「システムLSI」であり、今ではむしろこ

の言葉の方が技術の実態を良く伝えているよう

であるとのことであった。

都甲先生の演題は、「インテリジェント味覚セ

ンサー」であった。その独特の話しぶりはすっ

かり聴衆を魅了した。テレビ、雑誌等のマスコ

ミからも取材で引っ張りだこの研究であるが、

。
ｑ
‐
『
ｒ
『

１
‐
Ｉ
１
０
０
▽

柵
柵
鯉
瀧

ｕ一一鼻_一銭二三三

鍵
懸朝

EAJNEWSNo.“1999.２５

ＩＦ，

ｌＪｍ

都甲潔氏(左から９番目）

１２月１５日(火)、師走の忙しい時期に入ったが、

九州近隣地区の講減会が福岡市東区の箱崎宮に

近い「福岡リーセントホテル」で開催された。

今回の講演会は九州大学システム情報科学研究

科長である牛島和夫会員の企IllIiによるもので、

情報技術の新しい展開がテーマであった。講演

者はシステム情報科学研究科の安浦寛人教授並

びに都甲潔教授であった。出席者は九州近隣地

区会員十数名、講師の両先生、本部から永野会

長と堀内、柴田両理事、志満事務局員、それに

加えて会員の同伴者併せて30名程度であった。

講演に先立ち、牛島研究科長から、開会の挨拶

とともに新しく発足して３年になる同研究科の

内容について説明があった。工学系、理学系、

教育系の学科や講座を再編成して作られた野心

的な構成の新研究科で、運営上の新しい試みや

活発な研究活動がなされており、今後の大きな

発展が期待されるとの強い印象を受けた。続い

て、永野会長からの挨拶があった。急遥、会長

のご出席が実現したため、講演会の雰囲気は大

いに盛り上がった。



1998年11月26日（木）

弘済会館

苗村憲司氏

慶応大学環境情報学部教授

(社)日本工学アカデミー

情報専門部会副部会長・ＷＧ主査

ビール、日本酒、ワインや水などの飲み物から

米、トマトなどの食べ物に至る様々な食品の味

が、都甲教授のセンサーで定量可能になった。

人間の舌を上回る味覚の判断が実現したことは

驚くばかりである。８チャンネルの電位測定結

果のパターン認識が、味覚センサーの原理であ

る。このオリジナルな方法が成功したのは、化

学センサーに特有なモノの化学構造との対応を

鯵

〆＝Pb

第９９回談話サロン「データベースの新たな法的保護の是非をめぐってＩ
ＩＪＩ・’’’’１･？１１F。 ロロロ

ＨＯＳｌＯ】２Ａ細谷僚一／RyacHノ

鴨

日時：

場所：

講師：

捨てて、物質を離れた味そのものを電位変化パ

ターンとして捉えたところにある。今後は人間

の味覚のメカニズムを解明するような研究へと

発展させていきたいとの、都甲教授の抱負であ

った。

講演会終了後、同ホテル内で永野会長と両先

生を囲んで懇親会を催した。出席会員はじめ参

加者の親|産を深めることが出来た。
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_j雲雲言=＝第99回談話サロンでは、慶応大学環境情報学

部教授でＲ本工学アカデミー情報専門部会知的

財産権ＷＧ主査の苗村憲司氏より、「データベ

ースの新たな法的保護の是非をめぐって」と題

する講演を伺った。

あらゆる分野でコンピュータとインターネッ

トの活用が進むとともに、データベースの重要

性が増しつつあるが、その作成は著しく遅れて

いるのが実情である。ＥＵではこれに対処する

ため、創作性の有無を問わずデータベースの作

成に相当の投資をした者に対して、その利用に

関する法的独占権を与える指令を1996年に採択

した。しかし、この保護制度は、学術研究の円

滑な実施を妨げる恐れがあることから、米国工

学アカデミー等が当初から反対意見を公表して

おり、日本工学アカデミーでも情報専門部会内

で検討を進めてきた。

これまでに提案された保護制度には（１）保

護目的に対する疑問とその影響に対する危倶

（２）保護対象が広過ぎる（３）公正利用などが

許容されない（４）保護期間が長過ぎる等の問

題点があるとの指摘がされた。

これらの状況分析が紹介された後、日本でも

広範な関係者の間でオープンな議論を行うこと

揖辱熱

苗村憲司会員

が必要なこと、検討.にあたっては、以下の前提

条件が必要であるとの提言があった。

１．データベースの整備は重要な課題であるこ

とを確認し、国民的コンセンサスを得て

具体化すること。

２．ＥＵデータベース指令との整合性は重視せず

により良い政策を探求すること。

３．データベースの性質に応じて、その整備・

拡充．維持を公共的経費によって行うべき

ものと民間の経費によるべきものとがあ

り、画一的な取扱いは現実的でないことを

確認すること。

４．先進国でも開発途上国でも適用可能な柔軟

な制度とすること。

５．インターネット上での利用拡大のためのデ

ータベース所在案内システムの開発、電子

的権利管理技術および不正複製防止技術の

開発、電子マネーと組合せた利用料徴収シ

ステムの開発等を進めること。

講演後、開発途上閏の対応状況、日米の態度

差、判例の状況などについて大変活発な質疑応

答が行われた。

EAJN恥WSNo.“１９”.２６



土肥健純氏

一ジェリーの実態に参

加者一同深い感銘を覚えた。氏はまた、放射線

医学研究所や東京女子医大ハイテクリサーチパ

ークで現在行われているガンマ線ナイフの話を

された。同ナイフは、通常の手術では従来不可

能であった臓器深〈に位置する患部を集中して

治療できる画期的な方法だそうだ。

一方、土肥健純氏は、「医療支援に工学はど

んな貢献ができるか」について、湘蓄を傾けて

話された。人間の手に代わる機械を開発するこ

とは当分困難であることは勿論である。しかし、

医師の眼や手を支援する技術、例えば前記ヴォ

リュメグラフのようなコンピュータ技術を用い

たナビゲーションや手術シュミレーションに寄

せる期待が大きいことを述べられた。また、医

療用と工業用ロボットとをl唆別され、機構が全

く異なることを強調された。

両先生の御講演を拝聴し、要するにヒト（医

師）とコンピュータとの機能分担を明確にしつ

つ、調和のとれたインターフェイスの開発こそ

がヴァーチャルサージェリーの真髄であること

を知った。

鯵 第１ｏo回談話サロン「外科手術へのコンピュータ技術の応用」 ＝■■図画■回町

勲／ISA０，E/VDO遠藤

日時：平成10年12月９日

場所：弘済会館

講師：高倉公朋氏

（東京女子医科大学学長、脳神経外科）

土肥健純氏

（東京大学大学院工学系研究科化学生命

工学専攻教授、医用工学・福祉工学）

診断と治療の進歩」に

ついて講演された。ハ

イビジョンテレビによ

る３次元映像（ヴォリュ

メグラフ）を医師が見な

がら「<も膜下出血」

を治療する様を紹介さ

れた。ヴァーチャルサ

EA.I｢ＮＥＷＳNo.6６１９９９．２７
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高倉公朋氏

勢いで進展している。例

えば生物の遺鋤伝情報を担うＤＮＡの全蝋基配列

や細胞内の物質・エネルギー代謝を触媒する酵

素の構造とi機能などに関する情報はデータベー

ス化され、研究者にとってなくてはならない存

在になっている。さらにその上に詳細なデータ

に基づき、コンピュータ上で実物通りの映像を

見ることができる技術、つまり「ヴァーチャル

リアリテイ」が研究者を魅了している。これを

医療・福祉へ応用した技術が「ヴァーチャルサ

ージェリー」である。２０世紀最後の医療革命と

言われ、来世紀の先導的基盤技術として、大き

な期待が寄せられている。

さて、高倉公朋氏は、「脳とハイテク医療一

Jian)会長の挨拶が始まった。昨年１１月、大阪

での第11且|円卓会議に続き、日中韓の工学アカ

デミーの代表が集まり、９８年１１月１８，１９日に各

国での活動の紹介と協力の可能性につき自由討

第lOO回談話サロンは、

｢外科手術へのコンピュー

タ技術の応用」について、

著名なお二人の先生方か

ら講演を伺った。

こんにち欧米・’|本を

中心に生命科学および医

学分野の情報化は急激な

鯵
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国際委員鈴木浩

「上に天堂(天国）あれば、下に蘇州・杭州

あり、と言われるこの地で、第21t!|工学アカデ

ミー円卓会議が開かれることは大変喜ばしい_｜

と、主催者中国工学アカデミーの宋健(Song

第２回アジア地区工学アカデミー円卓会議
■■国亘■■画医Ｅ

／ﾉwRofwﾉｓ〔ﾉZU灯



議が行われた。今回の特徴は、モンゴルと香港

の代表を呼んだことと、アジア地区経済危機で

の科学技術の役割につき、各国からの発表を行

ったことである。我国からは、西樺潤一副会長

(岩手県立大)が発表を行い、円卓会議には岡村

線吾名誉会長(東京電機大)、鈴木浩国際委員

(三菱電機)が出席した。

発表会は、今年９月に４大学合併により中国

で一番大きな大学となった逝江大学で行われ、

逝江省副知事らの挨拶で始まった。中国からは、

｢教科興国」のスローガンの下、バブル経済を

避けるため生産が大事なこと、情報技術適用の

重要性、科学技術で持続的発展を目指したいと

の報告があった。韓国からは、競争力をつける

ためには、リストラの他に、技術革新の大切さ

を訴えた。西樺氏からは、日本人も充分創造的

である、科学技術は夢を与えるとの主張があっ

た。香港からは、工学アカデミー会長のＫａｏ

(高)氏から情報技術で新経済モデルをつくりた

い、モンゴルからは、過渡経済下でのインフラ

整備の必要性につき報告があった。

円卓会議は、世界貿易中心大飯店で2日にわ

たり行われた。自由な議論を通じて、この円卓

会議の目的や、とり挙げるテーマとして、エネ

ルギー、工学教育、情報技術、技術移転などが

各国代表会議風景

議論された。当面、現在のメンバーで今後も開

催すること、ステアリング委員会として機能さ

せ、個別テーマは別の場に移すことなどが打ち

出された。

次回円卓会議は、LeeKi-Jun(李基俊)会長が

ソウル国立大学の学長に選ばれたばかりの韓国

で、９９年10月に開催することとなり、会議テー

マは主催者側で検討することになった。また、

2000年には、我|玉lで３月に情報環境に関するシ

ンポジウム、６月にrl~１国で２１世紀における科学

技術の役割に関する国際会議とCAETS管理理

事会が開かれることが報告された。

景色の美しい西湖に而した歴史ある楼外楼飯

店にて、杭州料理を食べながら、懇談の中、第

２凶円卓会議が終了した。

野会長が英国王立工学アカデミーを表敬訪問

永野会長は、昨年１１月グラスゴーのス

トラトクライド大学に出張の際、ロンド

ンの英国王立工学アカデミー（RAEng）

を表敬訪問し、先方幹部との親交を深め

る機会をもちました。サー・デイビッド

会長は急用で外出中のため会えませんで

したが、バトラー副会長ほか事務局幹部

と懇談しました。

バトラー副会長からは２２年に及ぶ

RAEngの歴史や活動状況の説明があり、

両アカデミーの友好親善と強固な関係を

築いていきたいとの希望と期待の表明が

ありました。

EAJNEWSNo.“1999.28
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Appleton事務局長(中央）Butlel副会長(右から２番目）
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画画日■四回Ｅ
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鯵 第１０１回談話サロン及び政策委員会意見交換会
ｌＵＥｌｌ・’１，１１．｜ｈ,１１０

中 部地区担当理事浅井滋生／

１１月末から12月にかけて、全会員に御案内し

た講演会、懇談会等が4回開催されました。こ

れらの会合のうち、１１月26日開催の第991口I談話

サロンと１２月９日開催の第1001口l談話サロンにつ

いては、ニュース本号別項の通りです。

１２月１６日開催の原職之助会員(EPI-WG主査）

による第101回談話サロン「日本産業界の環境

保護活動」については、その背景についての概

要が既に12月刊行のEAJＮＥＷＳ第65号に紹介さ

れており、また講演全文も準備出来次第EAJ

Infbrmationとして刊行される予定です。

更に、翌１２月１７日に政策委員会主偲で開催さ

れた「科学技術基本計illIiの優先分野の選定につ

いて｜の意見交換及び検討の会は、政策委員会

のレポートを取りまとめるために会員各位の御

意兇を承るのが主たるに|的でした。各位より多

数の貴重かつ有益な御意見を頂きましたので、

政策委員会の方で．111及的速やかに岐終報告に取

婁篭E雪厘璽＝

原祷之助会員

『.、
りまとめた上皆様に御報告申し上げます。この

報告書は理事会の承認を得た上で会長信をつ

け、(社）日本工学アカデミーの意兄として関係

先に提言する予定になっております。

出席各位の御協力に対し厚く御礼申し上げま

す。

鰯

”汁-7鍔f･､でい．…

中部地区新春講演会
JｌＩｌｌｔ

四方義啓氏ノヱvo､郷､'ＭｌＪハーゴーヘつ一'ｿし

エネルギー科学研究科の新宮秀夫教授を講師に

お迎えし、“工学と幸福”という題にてお話を

伺うことになっていたが、先生の健康上の理由

から急遥変更せざるを得なくなった。明日の講

演を今日お願いするという綱渡りではあった

が、そこは当地区択当理事の井上恵太氏の顔の

広さがものをいい、名1｣.｢屋大学＊I誉教授、阿方

義啓氏にピンチヒッターをお願いすることが出

来た。先生には“数学の方向性について－生き

物を対筆象とするための構造と形態を含む数学の

EAJNEWSN0.66199ﾘ.２９
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中部地|Ｘの新春講

演会は、１月７日、本

部より桜井専務理事

をお迎えして、名･占

雄市内のルブラ王山

で開催された。この

度は京都大学大学院

提案一”という演題にてお話を伺った。“数学

は他の学問・社会から切り離されてはならな

い”という先生の数学者としての信念に基づい

て、「物作り」と「物造り」と「物創り」に対

応するそれぞれの数学があるという話から始め

られた。「物作り」の数学は一次元的関係であ

り、「関係は方程式」で表現できるとするアラ

ビア・インドの数理哲学の大成果を得て、近代

ヨーロッパの「微分概念の導入」という数学的

勝利に結びついた。ここでは未知数ｘの概念は

インド哲学「空」の中にあるといわれ、我々に

とって身近な「鉢かづき姫」の物語は「一元一

次方程式｣、「安寿と厨子王」の物語は「二元連

立方程式」とも受け取れると、物語の筋に沿っ

て丁寧に説明された。次の「物造り」はラグラ

ンジュの変分法に結びつくもので、いくつかの

評価関数を同時に考慮する総合評価であり、こ
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に対する認識を改めたのは、私だけではなかっ

たであろう。

講演会の後の宴席では、桜井専務理事の本部

報告に続き、出席の全員から近況報告を頂いた。

それぞれに含蓄のあるお話から、本地区会員の

活発な活動状況が伺われ、和気藷々懇談の内に

予定の3時間が瞬く間に過ぎた。今年も例年通

り年31F!'の諦演会を催すことを約して散会した。

|：

藤井敏夫会員

常磐共同火力㈱顧問

1999年１月６日逝去享年72歳

"､唾、

謹んで御冥福をお祈り申し上げます。

＝

の形の数学がタンパク質等半生体の解析に有効

であると強調された。最後の「物創り」は「生

命の理論」に関わるものとの説明であったが、

私の理解の範囲を越えているのでここでは省略

させて頂く。「新数理パラダイム」は「複数の

評価関数と暖味な評価」にあり、「東洋の論理」

への期待を熱っぽく語られた。数学とは記号に

よる論理展開で、思考、命といったものとは無

縁の存在と考えていたが、今回の講演で、数学
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